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論文審査結果の要旨           

 

 脳梗塞後に起こる炎症は，組織傷害のみならず修復にも重要な役割を果たしている。近

年，自然免疫応答の関与が明らかになり，自己免疫疾患と同様に炎症性サイトカインを標

的とした抗体療法が奏効する可能性が示唆されている。最近になり，自然免疫応答を担う

単球の機能的亜分画の解析が進み，脳梗塞後の炎症反応への関与が指摘されていたが，詳

細は不明であった。本研究では末梢血単球分画を，４病期にわたり経時的に観察し，中間

型単球の割合が症状進行群と心原性脳梗塞群で上昇していることを見いだした。さらに亜

急性期において常在性単球と IL-17A との相関性を明らかにした。これまで脳梗塞後の末

梢性単球は機能的に不活化されると考えられてきたが，脳梗塞後の単球分画の変動を詳細

に解析することにより，従来まで不明であった末梢単球の役割を明らかにした点で極めて

重要な研究結果と考えられる。 

 以上により，本論文は博士(医学)の学位を授与するに値するものと認められる。 
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